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Buddhaguhya の註釈 を中心 に

中島　小 乃美

は じめ に

　 『悪趣清浄儀軌』 （D ，No ．483
，
　P．No ．116）は Buddhaguhya （以下 BG と略記）の 註釈 が存

在す る こ とか ら 8 世紀 に は成立 して い た と考え られ る 。 チベ ッ トに は すで に前伝期 に伝 わ っ

て お り、 羽 田野 （1987，
37−38）は この経軌を

「
チ ベ ッ ト人の 志向に適合 した 」 と指摘 して

い る し、 また 実際 の マ ン ダ ラの 作例の 多さか らも早 くか らチベ ッ トに お い て 関心が 高か っ た

で あろ うこ とを窺 い 知 る こ とが で きる 。

　こ の経 軌説 示の 目的 は、その 経軌名が 示すご と く悪趣 を清浄 にす るこ とに あ り、その た め

マ ン ダラ の 制作や 護摩 に重 きが置か れて い る。就 中、護摩 は古代 ヴ ェ
ーダ祭式 に 由来 し、 密

教 に取 り入 れ られ た
（1）

。こ の 『悪趣清浄儀軌』 で は息災 ・増益 ・敬愛 ・降伏の 四 種護摩 と、

他経に は 見られない荼毘護摩 を説 く  。主に 、第
一
章の 普明 ヴィ ル シ ャ ナ を 中心 とす る マ ン

ダラ （3＞
、 灌頂 、 護摩の流れ の なかで 、 未成就者の 儀軌 として荼毘護摩が説かれ て い る 。 また

第 二 章の 釈迦 牟尼を中心 とす る九仏頂 マ ン ダラ
（4）儀軌 、 摧壊死魔無量寿マ ン ダラ儀軌の 中で

も触れ られて い るが 、何れ も偈頌で 説かれ て お り、こ こ か ら具体的な儀軌次第 とその 意味 を

理解す るの は難 しい
。 その た めか 、 大部な註釈が 5 つ ある に もかかわ らず 、

マ ン ダラ 、 護摩

な どに 関す る単独 の 儀軌次第が デ ル ゲ版に 11、 北京版に 8 つ あ り、 そ の 中に は荼毘儀軌が

3 つ ある （D ．No ．2632，2633，2637）。 また プ トン （Bu 　ston 　Rin　chen 　grub ，
1290− 1364）に

もこ の 経軌に基づ く 『荼毘儀軌』 が あ り、ツ ォ ン カバ （Tsong　kha　pa 　Blo　bzang　grags　pa
’i

dpal
，
1357 − 1419）も 『割註 』 の 中で 、荼毘に関する註釈 を示 して い る 。 荼 毘儀軌作法次第

に関す る先行研究 として は、川崎 （2003）が あ り（5＞、種村 （2004 ，
27＞もこ の 経軌に触れ て

い る（6）。

　 こ の よ うに、それぞれが荼毘護摩 に つ い て 註釈 して い るが 、その 中で も深秘釈 は BG が 、

実践 は入nandagarbha が詳 しく、 荼毘を媒介 に どの ように脱悪趣 を捉えた の か を知 る点で 重

要な意 味を もっ て い る。本稿は BG の 「義字釈』 を 中心 に、他の 註釈 との 若干の 比較を試 み

なが ら荼毘護摩に つ い て 考察 した い
。

1BG 所説の悪趣の 義字釈とマ ンダラ及び護摩

　BG は数箇処 に 亘 っ て悪趣の 義字釈 （7）を して い る。先ず上根者に対す る経題の 解釈の 中

で
「悪 とは因で あ っ て 、実義 （bhiftdrtha）に迷乱 し、悪因を行ず るか ら悪 で ある 。 趣 とは

〔悪因の 〕果で あっ て 、 何故か とい うな らば因た る業 と煩悩に よ っ て果 と して三 界に問断な
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〈趣 くか らで あ る （8）
」 （D ．153a

，
　P．181b） とし、また悪趣 を清浄 にす る諸真言の 功徳 を解釈

する箇処 で は 「悪 と は 因で 煩悩、趣 とは果で あ っ て 三界 と輪廻の 原 因 で あ る （9）
」 （D164a ，

P．195a） と解釈 し （10＞、三 界に輪廻す る有情 と して 相続す る中で 、業 と煩悩 に よ っ て 支配さ

れ る こ の 悪趣 を清浄に するた め に マ ン ダラ と護摩が説示され る。

　マ ン ダラ と護摩に つ い て
、

BG は 註釈の 初め に経軌の 略義 として 全体構造 を述べ 、続い て

中根者 の解 釈 を示す 中で マ ン ダラ と護摩の 関わ りを述べ て お り、 ま とめ る と表 1 の よ うに

なる。

　　　　　　　　　　　　　 表 1： 経 軌の 全 体構造 とマ ン ダ ラ と護摩 の 関係

起 円満起 源 （通 序 ） 1，それ を説 い た 処、2，誤 り無い 説 の教主、3，清浄 な眷属、

源 4．誤 り無い 結集者、5，それ が 説か れ る動機 （後に は 時 とあ る〉

（

序

分 特殊起源 （別 序 〉 教 主が実例 を挙 げ るこ と （後に は 教主に よる緒論 とある）
）

眷 属 の緒 論

法 性 よ り不 動 の 意 出 1．因 の 菩 提 心 1．根本 は 菩提心 に 集 1．大 マ ン ダ ラ

の 象徴 として マ ン 世 の 分別門に おい まる象徴 2．八 〔仏〕頂 マ ン ダラ

ダラ を示現 間 て 、果た る智 慧 2．悲 は悪 趣 の 因 果 を 3，断無量業寿障 マ ン

の 六種 行 ・六 波 破す ダ ラ

羅蜜が 六 種 の マ 3．悪 趣 の 業 と寿 の 障 4．擺 壊 死 魔 無 量 寿 マ

ン ダ ラ と共 な る 碍 の 相 続 を断っ ン ダラ

点か ら六因 で障 4，四魔降伏 5．四 部族 転輪 マ ン ダ

碍を浄 め るた め 5，四 種 作 業 門か ら趣 ラ

の 利益 6，金剛忿怒火焔 マ ン

6，兇悪者の 調 伏 ダ ラ

タ 経 世 1，世 間 的 欲 望 1．世 間 の 魔鬼 を滅 す 1．四 天 王 マ ン ダ ラ

ン （ 間 を満た し喜 びに 2．八 方 の 魔鬼 を滅 す 2．十護 方マ ン ダラ

ト 正 入 ら しめ るため 3．曜 星 の た た りを 滅 3．八 曜マ ン ダラ

ラ 宗 2．世 間 に一致 す 4，八龍マ ン ダ ラ

分 す る た め 4，龍毒 を滅 す 5．八 大 天 マ ン ダラ

〉 5．世天 の 不 喜 を滅 す 6．八 ヴ ァ イ ラ バ マ ン

義 6，天 の 魔鬼を滅 す ダラ

釈

物 へ の 執着を退か し 物 に 対 す る見 解 を破 す 荼 毘護摩

め るた め

趣 の 利 益 を なされ 1，悲 円 満 の 故 に 趣 1，法 性 よ り不 動 の 意 1，息災護摩

る 象徴 として 護摩 の 利益を な さ れ る四 の 象徴 2，増益護摩

を示現 種護摩 2．趣の 利益 3．敬愛護摩

2．五煩悩 を浄め る 3．生死 （輪廻 ）を自在 4，降 伏護摩

に 操る

4．兇 悪者の 調 伏

D ．152b−154a
，
　P．180b−182b

　ところで BG は、註釈 の 最後に改め て経軌の全体構造 を示 し 、 再度護摩 とマ ン ダラ との 関

わ り．を示 して い るが 、 経軌 の 初め に 示 した もの と若干異な り、 よ りそ の 目的が 明確 に表 され

て い る。ま とめ る と表 2 の よ うになる。
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表 2 ：経 軌 の全 体構造

起 円満起 源 1，教 主、2，眷属、3，処、4．結集者、5，時 （前説 とは 異 な る）

源

特殊起 源 教 主 に よ る緒論 （upodghata ）

眷属 に よ る緒論

マ ン ダ ラ 出世間 1．菩 提心 の 自性 として 、煩悩 の心 を具 え 1，普明根本 マ ン ダラ

1．無 分 別 （勝義 と る悲 田 2．八 仏頂 マ ン ダラ

に 依止 した 矛盾 しな 2．清 浄意 で 変 現 し悪 趣 を 浄 め る 3，断 無 量 業寿 障 マ ン ダ ラ

意 い教令） 3，宿業を浄め 業障の 相続 を断つ 4．摧 壊 死 魔 無 量 寿 マ ン ダ

4，有情の無 間縁 に よ る命終を退 く ラ

5．有情利益 の御作業 5．四部族転輪マ ン ダラ

6．兇悪難化者の 調伏 6．金 剛 忿 怒 火 焔 日輪 マ ン

ダ ラ

教 経 2．世 俗 へ 世間 1．諸障碍魔 の 息滅 1．四 天 王 マ ン ダラ

義 の種 々 御 作 （世 俗 諦 2．千八 十 四の 鬼魅 の 息滅 2．十護方マ ン ダ ラ

令 釈 業 として の 3．不一
致の 曜星 の息滅 3．八 曜マ ン ダラ

教令 ） 4，地主 の 鬼魅の 息滅 4，八龍マ ン ダラ

5，天 の 鬼魅 の 息滅 5．八 ヴ ァ イ ラバ マ ン ダ ラ

6．天 を喜 ば な い 鬼魅 の 調伏 6．八 大天 マ ン ダラ

灘 屍 骸 護摩 煩悩 の 存在 が 〔蘊 の 〕水 先案 内 （karpa） とな る こ とを還 離す るた め に

四種 護摩 1，法性 よ り不動の意 1．息災護摩

2、欲 望円満成就 2，増益護摩

3．三 界 を 自由に 操 る 3．敬 愛護摩

4．兇悪者 の 調伏 4．降伏護摩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （D ．229b−230b
，
　P ．271a−・272a ）

こ の ような関わ りの 中で、煩悩の所依た る身体 を焼 くこ と （荼毘護摩）が どの ように脱悪趣

と結びつ くの か 、 以下 BG の 解釈 に沿 っ て見て い きた い
。

2　未成就者の脱悪趣

　こ の 経軌で 荼毘護摩が詳 し く説かれ る箇処 は 、 第
一

章の 初め に 天子無垢光 とい う名の 天 が

無間地獄 を見、そ こ か ら脱 する方法 を世尊 に問 い 、普明ヴ ィ ル シ ャ ナ を中心 とす る内マ ン ダ

ラが 説かれ る 。 その 後 、 帝釈天 が世尊に一切有情の 救護を請 い
、 実際の 作画を意図 して 外マ

ン ダラが詳細 に 説かれ る。 そして 阿闍梨 と弟子 に対 し て灌頂 の儀軌を説 き 、 その後 さ らに帝

釈天が未成就者 に 対 して の 儀軌 を請 い 、脱悪趣 を目的 とした死者の ための儀軌が 説かれて い

く。 以下経軌の 流れ に沿 っ て 荼毘儀軌を見て い く （該当箇所を各項目の 横に示 した）。

（1）未成就者を遮止す る方法 （D．182、．183a，　p．215。−216b）

まず、BG は荼毘儀軌の 全体像を解釈 し 、 ま とめ る と表 3 の よ うに なる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 表 3： 未成就者 の脱悪趣儀軌

経 軌 に 説 く順 序 BG の 解釈 経軌 に説 く功徳

1．瓶 灌頂 瓶 を本 尊 の 数 だ け用 意 し ，瓶 の 中の BHRUM 地獄 の 苦 し み か ら 速 や か

（D ．BRUM
，
　P ．BHUM 、　R を採 る）か らマ ン ダ ラ宮 に 解 脱 し、彼 の 自性 は 清 浄

殿 中 の 法 の 自性 を観想。内な る妙 薬 で 智 慧 の 巧 方 便 た とな り、諸尊 の 部族に 生 ま

る悲 の 光明 を 出生 す る と思念。 れ 常に 法 談を聴 くもの とな

る。

一55一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

一 『一切悪趣清浄儀軌』 に おけ る荼毘護摩儀礼 に つ い て一

2．影像、名前 を 書 屍骸の 影鱇を 布か 紙 に書 く、護摩木 に ク ン クマ で 名前 三 悪 の 苦か ら有 情達 を脱せ

き 灌 頂 を 書 く。真言 と印で 灌 頂、加持 す る。 し め る た め に 真言 賢者 は 利

他行に 勤 め つ つ 、悲 を もっ

て 灌 頂 す る 。

3．本尊 の 姿を観想 塔 とは マ ン ダ ラ の こ と。御語た る種字で 煩悩が 生 じた 決定的に 地獄より脱し、餓

し、屍 骸 を塔 の 中 所 を破 砕 す るた め に観 想 して 照射 す る。 鬼 と畜生 の 苦 か ら脱 し、天

に 置 く 頭 頂
・…

　　 普明 ヴィ ル シ ヤ ナ の 位 に 出生 す る。
口

・・…　 釈 迦牟 尼

胸 ・・…　　
一
切悪趣清浄王

後頭部 …　 一
切尊勝

足 底 ・…　 　 開 敷華王

御 身の ツ ァ ク リーで煩 悩 の 所依 を破 砕、御 意の 標幟 （真

言念誦）で 煩悩の 因た る心を浄め るた め に観想 して 照

射す る。

4，護摩 煩 悩 の 相を焼 くた め と
一
切 を息滅 す る ため に 降三 世の

三 摩地に 入り、胡麻、白芥子、米、黒砂糖、蜂蜜、青

黒 色 の 山羊 の 乳 、 ク ン ク マ を混ぜ て 12 指の 護摩木に

塗 り、両端に 蜂蜜 を 塗 り、者の 名前 を混 ぜ て 焼供 す れ

ば、そ の 死者 は悪 趣 よ り脱す る兆 しが見 え る。

5，炎の 形 に よ る脱 1，白色 の火 舌、2，右 に 燃 焼、3，上 に燃 焼、4．無 垢、5． 彼 は 地獄 か ら脱 し、罪悪 を

悪趣 の 兆 し 丸 に 舒遍 しな い 。 破 して 、楽に 趣 くもの に 生

（経軌 D ．65b−66a，

→ 悪趣 よ り脱 した兆 し 。 まれ た と知 るべ し。

P ．60a−b）

こ の 表中の 1〜 2 へ は 1 の 未成就者が 2 へ 、さ らに 3 へ とい うよ うに
、 灌頂 な どで 解脱で き

なか っ た場合の 行 と して護摩が設定 されて お り、BG は こ こ まで で 未成就者の 略義が終わ っ

た として結 んで い る。行体系は前行、根本行 、 後行が
一

般的な行体系で は あ るが （11）
、

こ こ

で の 略義はそ の前行 に 相当す るわ けで はな く、「屍骸の 影像 を布か紙に書 く」 とあ る こ とか

ら観想上の 荼毘儀軌、あ る い は作法手1頂の略義で あ る と考 えられ る 。
こ の あ と、BG は 「屍

骸を焼 くHoma が示 されて 」 として、実際 の荼毘 を想定 した護摩が詳細に解釈 され る。

（2）屍骸を焼くとは （D．183、，p．216b）

続い て BG は屍骸 の 義字釈を示 し、

屍骸 （12）とは因 と果 の 状態で 、 因は無明で 、 実義 （bhUtartha）に迷謬する忽然の妄想分

別が、阿頼耶の障碍の因で あ る 。 それ は何故 か とい えば、内の 取蘊で あ る こ れ を取得す

るか ら、 「ア ーダナ識は甚深微細 」
（13）

と申されて い る。何故な ら屍骸 は智を離れて い る

如 く、因 と果 に 迷謬 す るか らで あ る 。 外 （器 、身体）た る屍骸 は果の 本質で あ っ て 、五

根の 及ぶ 範囲に お い て業 と煩悩 に よっ て 生起 した もの が蘊の 水先案内人と して現れ るか

らで あ る
（14）。

と解釈 して い る 。 次 に護摩 （hQma ，
　sbyin 　sreg ）につ い て は、

sbyin （dana）は悲で あ り与楽、　 sreg （dahana＞焼 くとは四種作業で焼供 するか らで あ

る。屍骸の 因は 内心 で 、対治 は聖 なる金剛の 如き智慧の 三摩地で 焼 き尽 くす こ とで 、果

で ある屍骸は世間の火で焼 くこ とで あ る
（15）

。
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と解釈し 、 前説の よ うに護摩を悲の 方便の 顕現 と捉えて い る。

（3）護摩具と度量 の深秘釈 （D．183b−184、 ，　p．217。）

続 い て BG は護摩具 と炉の サ イ ズに つ い て 解釈をす る。主な もの を挙 げる と以下の 表 に

な る 。

　　 　　　表 4 ： 護摩 具の 深秘釈

護 摩具 深秘釈

護摩 炉 正 しい 智 慧 の 世間の火、法界 の 標

幟

木 方便 悲

供物 三摩地 か ら変現 し、 他 人 を愛す る

象徴

表 5； 護摩 炉 の 深 秘釈

サ イズ 深秘 釈

四 肘 四 智 で 生 ・老 ・病 ・死 の 苦 を 浄 め た か

ら四 角

量 基 準 は 四 肘 で、外の 量 （サ イ ズ） は 十

二 肘 で 、十 二 縁起 の 輪 廻 の 形 態 よ り

（D ．gugs　las
，
　P．lus　las）退 く意味

穴を掘 る 八 解脱の 智慧の 口 が 広 く開い て い る意

味、四種 作業の 点か ら、趣 の 利 益

こ の ように 深秘釈 し、護摩炉の 各々 の 位置に十六 薩唾、賢劫の 十六尊、八 供養女、諸供養 と、

丑 ir聽 a と PaficarEga、曜星 と遊星、十護法尊、八吉祥、僧坊の 守護神、四天王 を描 き、そ

れ ら （天部 ）を 描 く 目的は、「1．世尊の 教令の 守護、2．自らの眷属の悪性の 息滅、 3，世俗の

明晰な認識を示す 」 と解釈 して い る。 こ の ように 炉 に マ ン ダラ の 各尊が 並ぶ と観念 し、単な

る穴で は な く本 尊 と結 び つ くマ ン ダラ と捉え られ て い る 。

　 また護摩炉 に描かれ る荘厳具は表 6 の よ うに ま とめ られ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 6 ： 荘 厳 具

護摩炉 の 荘厳具 象徴

16 の雄 鳥 輪 廻 の 弟子 を利益す る

〔五〕瓶 法 界智

トル マ 方便 ・般若 双 運

飲食物 三 界を満 足 させ る

華 菩 提支分

鬘 間断な く流れ る 悲

宝蓋 師 にな る

勝幢 降煩悩魔

絹 幡 種 々 の 三 摩地 を具 え る

傘 煩 悩 の 熱を清涼 に す る

こ れ らの もの を 「三摩地 を知 る こ とに努力す る瑜伽 と、本 誓物 （法 具〉を具 える べ きで、真

言 と印で 加持 し て 」 と し、「智慧の 光明 を観念 して 焼供物 と供養物な どをすべ て 聖 な る もの

と して 喜 び 、悉地 を得た象徴 として 穴の 中央に 置 くべ し 〔と、説 かれて い る〕」 と解釈 して

い る 。

（4）屍骸を加持し捺 印する 〔D ．184、
−b，・p．218、

−b〕

続 い て屍骸 を加持 し捺印し、洗浄、香の 塗布、念誦、諸飾 りで厳飾す るこ とにっ い て 解釈

され、ま とめ る と表 7 の よ うに なる。
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表 7 ：カロ持、圭奈自亅

所 作 深 秘釈

真言 1．五 部の御身 生起 の 真言、2．五心真言、3，親近 の 五心真言…
計 15

4．空 を観想 す るこ と、5．金剛 観想…計 17

捺印 1，外の 捺 印 は身体 、 2．内の捺印は字母 の 捺印、それ ら変化 した屍骸 を

溶解 して 無 と観想 す る

水 瓶 の 中の 芳水

最 高 17 の 心 真言 で 菩 提心 は 〔清浄 な〕月輪 とな っ た と観想

沐 浴 1，外の 沐 浴 は 瓶水 で 洗浄、2．内の 沐浴 は 広 ・斂観の 三 摩地で 沐浴

念 誦 1，三 摩 地 の念 誦、2．字母 を広 ・斂観 させ て 念誦。

香 ク ン ク マ な ど

塗布 戒な る香を塗 る こ と

衣 1．真言賢者の 法衣、2．屍骸 の 衣

飾 り 頂髫飾 りなどを着け る。多 くの 美 しい もので 飾 る

（5）屍骸に真言を書い て 按上 する （D 、184b．187、 ，　p．218L．
．221、）

続 い て 真言を描い て 按上すべ し と い うこ とに つ い て 、表 7 で 示 した 17 の 心 真言を
「
屍骸

を真言で 加持 して 按上 する意味」 で あ る として 解釈す る 。 まとめ る と表 8 の よ うに な る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 8： 身体各所の 真言按上の 解釈

身体 部位 深秘 釈 真言

過去の 習気で 生起 した 自性で あ り心の 所 宝華 （開敷華王）の親近 の心 真言

頭
依 の 故 に 。

一切 の 自性 は頭。無明 は煩悩 orp 　sarvavid 　hロ甲 pha  

の 自性、無 智 な る根で 、頭は真如 と真実

際 と因 と果 に 迷乱す る か ら。

業 の 行な どを なす 因、諸外境に 貪な どの 釈迦 牟 尼 の親 近 の 心真 言

臂
煩悩を 起作 （abhisamsk 劭 a ）の 故 に行，　　　　　　　　　， om 　sarvavid 　ah　． 「

特殊な もの と して も智 慧の 自性が 存在 す ヴ ィ ル シ ャ ナ の 心 真 言

胸
る とこ ろ。 識は行の 縁 に 依 て 各 々 の 変 化 o 甲 　≦odhani 　≦odhani 　sarvapap εゆ

を普 く知 っ て 無 雑 と断 じ な い こ と と、我 v 嬉odhan 珀uddhe 　　 vi≦odhe 　　sarva

が もの と執 る た め。 karmavaranni　v 髭uddhe 　svaha　　　　　，
蘊が 生 起する因 とな る依り所。識 の 自性 ヴ ィ ル シ ャ ナ身生起 の種字

腰
に 業 の 習気 が 着い て 成 熟 す るか ら、倶生 Olp 　sarvav 星d　Q甲

す る近 取薀は名 と色が 成立 す る こ と。

樹皮 を 入 れ て 蓋 を した もの に 等 し く、識 普 明の 親 近 の 心 真 言

耳
が 生 じ、出 生 の基 とな る し、因 な る名 と o 甲 sarvavid 　 sarv 乱vara 阜a 　v 瑟odhaya

色 を依 り所 とす る識 根 は六 入 。 hana　h卿 pha  

銅 の 針金 が 直立 す る に 等 し い 。対 象 に依 開敷 華 王の 親 近 の 心真 言

鼻
て 識 が 生 じ て 対象 を領受 す る。境 と根 と olp 　sarvavid 　tratha

識 の 三 つ が 和合 して 領 受 して 遭遇 す るこ

と は 触。

光彩 が 出生 す る自性の 根基。触で 境 と遭 開敷華王 の 心真 言

額
遇する時、受生 す る こ とに よ っ て 楽 と愛 om 　sarvavid 　tratha

を享楽する こ とは受 。

食 物等 を渇愛 す る 自性の 因。受を 以て 境 釈迦 牟尼 の 心 真言

口
の 楽 と愛を享受 して 五 薀 に 執着す るか ら orp 　sarvapaya 　v 嬉Qdhaya 　hUrp　Pha  

貫愛。
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屈 伸 す る 因 は 膝関節で、愛に よ っ て 境 の 悪趣 清 浄王 の 身 生起 の 心 真言

膝 識を増長 しつ つ 出生 す る 縁 を もっ て 取得 o 卑 8alvavid 　sva

す る こ とで 、境に 対 し、我を た て 執着す

る 意味。

薀 を 導 い て 迅 速 に す る根基で 、境を取 と 開敷華王の 身生起 の心 真 言

両 足
して 我 と所 取す るか ら業に よ っ て 母胎 に om 　 sarvavid 　a

牽引 さ れ 有 （輪廻 ）の 根基 とな る 種子 を

放出 す るか ら有 であ る。

有情 の 生 の 原 因 の種 子が 生 まれ る 処。有 金剛の 観想

秘 処
に輪 廻 し増 盛 す るか ら薀 が熟 して 母 の胎 om 　bha　「
内 か ら出て 、出生す る こ とが 生。

白髪 とな るか ら老い の 象徴。有情た ちは 開敷華王 の 身生起 の 心 真言

頂 髻 業 に よ っ て 生起 して 蘊が 熟 して つ い に om 　sarvavid 　tratha　・
老 い る 。 それ は滅す る こ と。

内外 の 呼吸 を因 とす る所依で、有 （生命） 開敷華王 の 心 真言

喉
の 維 持 で あ る か ら先 ず 生の 縁 に 依 て 老 い o 甲 　　≦odhani 　60dhani 　sarvavayana

て 体質が 変化 し様々 な病の 抵抗 しが た い sarva 　svargyebhya 　hUrp

蘊 の 様々 な苦 しみ に よっ て壊 滅 す る こ と

は 命 終 （死 ）であ る。

足 の 関節 の 根基 で あ っ て、死 ぬ こ とに 酔 釈迦 牟尼の 身生起

踝 骨
狂 して 、有 情 は執 着 を も っ て 何 か に よ っ Q 叩 sarvavid 　h面甲

て 心 が 悲痛 す る憂 い 。

種々 の 境 を見る原因は眼根が水 と VA の 空 を加 持す る真言

眼
如 く憂い に 依て 心が 悲痛 して しまい 酔 狂 o 甲 6a
し て 種々 の 言葉に 悲 しむ 。

本 質 的 な光 華が 生ず る処。内の識 の五 聚 悪趣 清 浄王 の 親近 の 心真 言

眉 間の 白豪
と ともに 種々 の 苦を味わ っ て 執着に依て om 　sa エvavid 　h亘m　「 ．
苦 しむ こ とは 三苦 と八 苦の 原因 。

識 を 生 起 す る 因。煩 悩 の 苦 に よ っ て 悪趣 清 浄王 の 心真 言

鼻の 頂 き （D ，gis を 採 る ）苦 しん で 、意が 不 安 で （真言 の記 載 な し ）

種 々 の 錯 覚 を経験 す る こ と とな る。

この よ うに身体の 各部位 に種字 を配置 し、 各々 の真言を按上する こ とに より五蘊仮和合の煩

悩の 所依た る身体を破 す こ とと解釈 されて い る 。

　 と こ ろで 、 こ の 身体各処 に真言を按上す る と い う解釈は、AG 、プ トン も共通 して述ぺ て

い るが、身体按 上 の 数 と真言に若干の 異な りが ある（16）。AG の 『儀軌釈 』 （D ．No ．2626）は

18箇所 に 各尊 を配置 し、中で も 12箇所 に 金 剛界 マ ン ダ ラ の 十六大菩薩 の うち 、 12 の 金 ・

王 ・愛 ・喜 、宝 ・香 ・幢 ・笑、法 ・文殊 （利）・因 ・語 の 諸菩薩が配 されて い る。BG とは 2

箇処の 心真言 と身体按上が 合致す る の み で あ る 。 また 『死屍護摩儀軌』 （D ．No ．2632）で は、

「儀軌釈』 と異な りが あ る 。 またプ トン の 『荼毘儀軌』 で は 「身語意の 三 習気 を浄 め る と思

念 して j と、身体 18 箇処 の 心真言按上 を説 き、鼻先 、 両眼、秘処は
一

致す る 。 両者は耳 、

鼻 、 眼 、 膝 、 腕 を左右 に分 けて解釈 して い る点で も一致 す る 。 三者 に 共通 す る真言は、AG

の 『儀軌釈 』 に 見 られ る秘処 と、BG 、プトン が挙げる秘処の 真言 BHA の み で ある 。 また

解釈に つ い て は、BG が 十二 縁起 な ど仏教 的解釈を当てて 理解 しようとして い るの に 対 し、

AG は金 剛界の十六大菩薩 の うち 12 菩薩を配 して お り、拙論 （2003a ）で 指摘 した ように
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「金剛頂経』 寄 りの解釈 の
一
端が 窺えるが 、BG ほ ど詳細な解釈を示 して お らず 、

　 AG とプ ト

ン は場処 と真言を挙げて い るのみ で ある （注 16 参照）。詳細 は別稿を設 けた い
。

　続い て BG は 17 の 心真言の 修習の 目的を 「空 を修習す る明智で あっ て 、界 と智慧の 特殊

性の 中に五部の 仏の 出生の 因が あるか ら」 と解釈す る 。 また表 8 に示 され る身体 17箇処の

うち、「秘処 は金 剛の観想で あ り、眼は空 を加持す る真言」 とあ る 。 こ れ に つ い て は
「所取た

る外境が無 い ときに 、 対象 として 見 られ る対治 は空 を修習する こ とで あ る 。 能取た る内心が

な い ときに 、我 と見 る対治 と して金剛 〔の観想 〕を修 習する 」 と述べ て い る 。 また 文字 に

っ い て は、 「表現す る因 （動機）は菩提を描 くこ とで あ り、真言 は 明 （vidya ）（17）の 特殊性

とし て 示す こ と」 とし、秘処 と眼の 2箇処以外の 15箇処の心真言を三 つ に まとめ、心真言、

親近 の 心真言 、 身生起の 心真言と し、更に印として も解釈 して い る。要約す る と以下の A 、

B の よ うに な る。

A

　1．特 殊 な五 種 の 心 真言…通達菩提心。心真言 （snying 　po ，　hldaya）とは 因の 意味。

　2．五親近 の 心 真言
…
果た る無 上菩提 心 を得 て、布施の因となすか ら。親近の 心真言 （nye 　ba’i　snying 　po ，

　　 upahydaya ） とは縁 で、聖 な る心髄 の 智慧の 意味。

　3．五 身生起 の 心 真言…果た る本質 に安立 す る。無上果 に 趣 か せ る意味。

B

　1．五 種 心真書 〔の 印〕
…通達 心 の 因、悪趣清浄の 因で あ る五 種煩悩を摧破 す る 印。

　2．五 種 親近 心 真言 〔の 印〕…縁で あり、智慧 に よ る精進 〔の姿 〕で あ っ て、悪趣五 道を摧破す る印 。

　3．五 種 身生起 〔印〕… 〔果で あ り、〕五 種蘊 を催破す る印。

（6） 屍骸を木の 上に按上 〔D ．187。＋ ，p．221、
−b》

　次 に屍骸 を焼 くた め 、 木 の 上に 按上す る儀軌が解釈され る。経軌に 、悪趣を清浄にするか ら

とあ り、
こ こ で BG は再度、悪趣清浄 の 義字釈 を示 し 「悪 とは煩悩で因 の こ と、壓 とは果

で三 界 に輪廻す る こ とで あ る 。 浄め る とは 、 因は金剛の 如 き三摩地で 浄め る こ とと、縁 の 対

治は聖な る智慧の広 ・斂観で 浄め る こ とと 、 悪趣の 果は身の 種字の 光明鬘に よ っ て浄 め る こ

との 三 っ で ある 」 とす る 。 座 を伴 い 、その もの を中央に置 い て
、 そ の 〔屍骸の 〕所作で ある

と説か れ る こ とに つ い て は 、

「座 とは 2 種類 で、L 外部 （外マ ン ダ ラ）に 同 じ ように す る

た め に木の 上 に八葉蓮弁 を描 くこ と と 、 2．三摩地 と相連 させ るため に PAM か ら八 葉i蓮弁、

MAM か ら日輪を修習す る こ との 同義語。中央 とは 、マ ン ダ ラ宮殿 に お け る所作の 意味 。

置 く とは、そ の もの （屍骸）を座に置 く意 味」 と し、その 所作 は、前説 の 三種類の 心真言

を按上す るこ とで あ り、す なわち 「屍 骸 その もの に も五心真言を按 上す るこ とは 、 五 種の

煩悩を離れ させ て 、五 智を修習 して 、 五種の親近の 心真言を按上 した こ とで 、 五道が浄 まっ

て五部族 に 生起す る こ と と、五身生起 〔の 心真言を按上〕すれ ば悪趣の所依た る五蘊を破 し

て 五 宝の 供養物に 変え る か 、解脱 の 五聚に 変 えた と修習す る こ と」 と解釈 して お り、常に五

智 をもっ て 五部族に生 まれ させ る とい うこ とが 屍骸按上の 所作の 中に も説か れ て い る 。
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（7）衣 を真言 で 印持 し 、 煽火す るこ と （D ．187b ，　p22 ユb−222 、）

次 い で 持真言行者 は 真言 を以て 印持 した衣で 覆うべ し と い うこ とに つ い て 、 「業金剛な る

持真言行者は縁 と対治す る聖智 の 光明を衣 に放光 し、 衣を印持 （‘ 五部の 種字で 、 六部 ・五

色 と して 加持） し、 屍骸を覆うこ と」 で 、続 い て 善な る火天をよ く煽 い で 、に つ い て 「火天

は智慧の 口 で 供養 を食 べ る者 （hutdSa）。 こ の 智慧の 口 で煩悩を食 べ 、空にす る 」 と解釈 し 、

続 い て 千の 火舌 が纏 っ て燃焼す る身体 に つ い て まとめ る と表 9 の よ うにな る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 9 ：．煽 火 の 深 秘釈

煽火 深秘釈

火 智慧

舌 御作業

千 変現 す る こ と

纏巻 悲で 趣 の 利益 の た め に 纏 縛 し和合 す る

熾燃 本 尊 〔火 天〕の 智 慧薩唾 の 身 として

身体 三摩 耶 薩墟 を修 習 して 無 二 として 加 持 した もの

（8） マ ン ダラ尊の請召 （D ．187レ 188 、，p．222、
−b｝

続 い て 如来方 を同様に請召 し につ い て 、 再度 如来 の 義字釈 を示 し、 要約す る と
「
明瞭な

る法性 （abhrah 七adharmatE ）で 、智慧を以て 不顛倒に通達 し、勝れ た 智慧か ら五部の 仏 と

して 眷属を伴 っ て趣 の 利益 に 来た こ と」 とし、請召 とは 、「〔仏 の 〕自性 として の マ ン ダラ

の諸賢聖 を請召 し て 、自らの 三 摩地 を生起す る こ とに関して は、水 と乳 を混合す る よ うに し

て 、智慧の 火炉 に順次に後説の よ うに供養をす る こ との 同義語」 と解釈 して い る 。

（9） 火の 観察 （D．188。
−b，p．222b．223。）

次 い で 火天 を観察すべ し とい うこ とに つ い て 、火の 相の 解釈 は表 10 の よ うに なる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 10： 火相 の 観察

火 相 象徴

1．丸 く渦 巻 く 1．法界体 性智

聖 2．白 く照輝 2．大円鏡智

人 3，真っ 直ぐ燃焼 3．妙観察智

4．閃光 を発 す 4，平等性 智

5．上 に 放 出せ ず燃焼 5．成所 作智

六 1．白色 に燃焼 1．尽習気

種 2．右に 旋 回 して 燃焼 2．輪廻 を退 く

功 3，上 方 に旋 回 して燃 焼 3．切 利天 に到 る

徳 4，無 垢 に燃焼 4，四 （波羅 夷）に近 き 罪の過失 に不染

有 者 5．丸 く閃光を 発せ ず燃焼 5．四 （善）に近 い 吉祥

6、電光 の 如 く無垢 明瞭 6．資財家 畜の 繁栄

五 1．褐色不明瞭燃焼 1，習気の 障碍の 未浄

情 種 2．青光に 左旋回 2．未 到切 利天

過 3．下方に 旋転し混煙 3．四罪に 近 く不潔

失 4．発 散 し青 黒 4．資財、家畜 の不産

者 5，旋転 し風 で 北方に 吹滅 5．伝染病、疾病の 当来
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こ の よ うに 火や煙 の 様子か ら成就 を判 断す る こ とが 解釈され て い る 。

　荼 毘の 作 業の 過失の 口伝 と して 、次 い で 勧請するた め に資具 を三 遍供養 とい うこ とに っ

い て解釈 し、「炉 に順 次に本尊 を招 き 、 供養物を燃焼 させ 、 各々 の本 尊の 身 ・語 ・意 を喜 ば

せ んた め に三遍 〔供養 を〕捧 げる 」 として い る。

（10） 未成就時の利得儀軌 と骨の 金剛収斂 （D ．188b．18ga，　p．223、
−224、）

　続 い て
「
未成就者の 利得の ため 」 として 、 罪悪をな した者 に対す る成就法が解釈 されて お

り、 表 10 の 五 種過失者に対す る解釈 と考え られ る。 経軌に は降三世の 姿を した金剛手が登

場す る 。 それ に つ い て BG は 「
本尊 と して 降三 世の 姿 をと っ て 現れ 、 金 剛杵 （清浄智）と

蓮華 く煩悩に不 染） と索 （不捨輪廻、大悲方便）を持 っ た三 面六臂の 忿怒降三 世の 姿」 と解

釈 して い る。 こ の 本尊が 「白色の八 葉蓮華座 に 安住 す る と修 習し 、 罪悪 をな した屍骸 そ の

もの 、 あ る い は焼 い て 灰 に した 上 に威圧 して本尊が 安住す る との 三 摩地 に よ っ て修習す る 。

降三 世の 真言を千或 は万 回念誦 し、罪悪 を持 つ 者の 名或 は屍骸 を混ぜて 護摩 を した ら成就

す る」 とい われて い る。次 い で 解脱す るも の にな る こ と と、金剛収斂の真言に よっ て とい う

こ との解釈で 方法 に つ い て述べ られ る。 「降三世 の 三摩地を修習 し已 っ た ら、遺骨その もの

を 金剛収斂 の 真言
‘blp　vajra 　tirinti” と唱 え、 遺骨を収斂 して この名号で本尊 として灌頂す

る 」 そ の 儀軌 は要約 す る と以下の ようにな る。

1．自らが本尊 と修習する儀軌

2．遺骨 その もの を宝の 財宝 と して修習す る儀軌

3．真言 の 種字が 菩提心の 月輪 と修習す る儀軌

4．器 の BHRUM （18〕
か ら宝 の 宮殿 を修習す る儀軌

こ の よ うに解釈 し 、 続 い て
「収斂 とは、遺骨 は宝の燃焼で あ るとして器に収斂する こ と、 因

で ある煩悩 を対治で ある智慧の 力で収斂す る こ とと、果で ある五部の 〔仏の 〕本質 として 収

斂する こ とで ある 。
こ の ように収斂 して 、尊勝瓶に香水 と牛乳 と酪と酥油 と牛の 糞 と尿 との

五 つ の 香の 物を混合 し 、 安置 して チ ョ ル テ ン を造 っ て 百八か ら十万遍 ま で 真言 と印を 、 三摩

地 と 念誦 しつ つ 、悉地 の象徴で あるチ ョ ル テ ン の 燃焼 と、 笑顔 と香 と光明 と様 々 な姿の 顕

示は善き象徴 で ある 。 〔
一方、〕花等の 除去や悪い香 な どが 出た ら、悪 い 兆しで 、自身が 寝ず

に三 摩地 に精神集中し、真言の 種字を念誦すれば、本尊の姿に な っ て
、 菩提 の 因 として 決定

す る こ と疑 い な しと、普明 〔ヴ ィ ル シ ャ ナ〕が仰せ られ た 」 と解釈 して い る。

（11）屍骸なきときの特殊儀軌 と善行者の脱悪趣 （D ，18gb −1gob，・p．224、
−225b）

　経軌中の あ る い は もし無 くとも （yang 　na 　med 　par　gyur　na 　yang ／／）とい うこ とに つ い

て BG は 、 屍骸がない ときの 儀軌 と して 解釈 して い る 。 すで に亡 くなっ た人 、 溺死者、屍骸

が ない 者な どに対して 、修習方法 は 「1．真言の 種字を念誦 し、名前を唱 え 、 姓名 と真言の種

字 を混ぜて唱 え、クン クマ で樹皮或は紙に名前 を書き観念す る 。 対治た る智慧の 変現 によ っ

て 溶解 した ら、それ らと泥 を混ぜて チ ョ ル テ ン の鬘、或は本尊の 姿を つ くっ て もよ し。 2．護
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摩 を して灌 頂 して もよ く、〔その ように すれば〕決定的 に仞利天 に生 まれ る 。 3．灰 に 白芥子

を混ぜ 、 死者の 名前を申し上 げ、 普明 ヴィ ル シ ャ ナ の 真言で 印持 して 海か河に流 して も悪趣

よ り脱す るで あ ろう」 と解釈 して い る 。

　 その 後 は善行 （六波羅蜜行）を積ん だ 人は容易 に悪趣か ら脱するこ とが で き、善行 を積 ま

なか っ た人 は 「菩提 を考察せ ずに仏の 教えをの の しり、悪 の本質 を観察 しな い こ とと、父母

を親愛せず 、 菩提心 と相応 しない 人達 は成就 しな い とヴィ ル シ ャ ナが仰せ られた 」 とし． 護

摩義を釈了 した と して い る。

3　 まとめ

　以上、BG の 註釈 に沿 っ て荼毘 に関す る
一

連の 儀軌を追 っ てみ た 。 これ に よれ ば死者を供

養す る とい う こ とは、死を媒介 として 悪趣か ら脱 し、善趣 に生 まれ 、無上菩提を得、五部族

に生 まれ る こ とを 目的 とす る 。 そ の ため に身体各部位 に真言の 種字 を按上 し、五蘊仮 和合 の

身体 を焼 く （護摩）と い うこ とを通 して 、五根本煩悩を五 智に転ぜ しめ て ゆ く。 阿闍梨は故

人 の 煩悩を全て 引 き受 け、本尊の 三 摩地 に 入 り、智慧薩唾、三 摩耶薩墟 として 五智に転換せ

しめ、五部族 に生 まれ させ る とい う役割を担う。 そのた め に護摩が 非常に大 きな役割 を持 っ

て い るわ けで ある。 また BG 自身の 言葉を借 りれ ば 、 成就法は観想 ・念誦 ・護摩の順 に勝れ

てお り、 護摩は下品の成就法で は あるけれ ど、だか らこ そ衆 生 と仏を結ぶ もの として の 役割

を担 うもの で ある とも考え られ る e さ ら に今 回は僅か で は あっ たが 、他の 註釈者の 屍骸 の 真

言按 上の解 釈 を通 して 、BG が 仏教思 想 を根底 に据え 、 さ らに密教 の秘儀 を通 して悪趣 を清

浄にする こ とを解釈 して い っ た特徴 を知 るこ とが で き、 古来ヴ ェ
ーダか ら由来す る護摩を仏

教の 護摩 と して 理論を構築 して い っ た過程の
一端 を見、そ の ような と こ ろ に BG の 解釈の 面

白さを見 る こ とがで きる。

　 と こ ろで 、 この経軌 は葬送儀礼の 流れの 中で 荼 毘護摩を取 り挙げて い る訳で は な い
。 あ く

まで も悪趣を清浄にするため に、死 を成仏の機会 と捉 え、護摩 とい う方便 を用 い て い るの で

あ る 。 さ らに 屍骸が無 い ときの 儀軌や 罪悪をな した者に対す る儀軌が解釈されて い る こ とか

らも、そ の 背景に は非時死が想定 されて い る と考 えられ（19）、あ らゆ る悪趣 に繋が る兆 しに

対応する もの と して説かれた こ とが知 られ る。それ はまた全て の 衆生が救われな い 限 り、自

分 も解脱 しな い とい う如来の 誓願を吾が 誓願 とす る金剛阿闍梨の 具体的な姿を示 す
一

つ の 形

に他な らず 、 あ くまで も説 示の 対象は瑜伽行者で あ り、 基本は 四 種護摩 に あ り｛20）、現世 に

成仏す るこ とが 目的で あ る 。 残 りの マ ン ダラ説示の 目的 は悪趣 に堕ち入 らな い よ うに
、 星 の

巡 りの 災い や 、伝染病な ど の 息滅 の た めに ヒ ン ドゥ
ーの 神々 を姶 め、宿曜、魔鬼、龍な どを

眷属 に取 り込 み、灌頂 に よ り金剛名号 を授 け 、 仏力を託 し、仏法の働 き手 として ゆ くこ と に

あ る 。 この経軌が 前伝期の チベ ッ トに い ち早 く伝わ り、 受け容れ られたの は 、多彩な内容 を

持ちなが らもコ ン パ ク トに ま とめ られて い るこ とと、魔鬼た ちの 調伏 と 、 死者に対す る儀軌

を説 くこ とか ら関心が高か っ たためで あろ うと考えられ る。
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略号

AG 『儀軌釈 』

．

　　　　　　Sarvα durgαtiparts
’
odhanatej

’
o両

「
αtαtんσ9面 γんα‘5α？ny αksaη↓buddhα一ndma −k吻 α一鵡：房．

　　　　　　De 　bzhin　gshegS 　pa 　dgra　bcom　P α yαng 　dα9　par　rdzog5 　Pα
ンi　sangS 　rgyas 　ngan 　song 　thams

　　　　　　cad 　gongS 　SU 　sbyong 　ba　
’i　gxi　brdzid鳶yi　 rggal 　PO　zhes 　bya　bα

，i　brtag　pa　
’i わ5 んα 〔l　Pα ．

　　　　　　（D ．No2628 ．　ju，　P．No ．3455．　gu ）

AG 『死屍護摩儀軌』　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　a ． 3呼 5αγuαd町 α 伽 aris

’
odhan αpretahomavidhi ．

　　　　　　　　　PPα♂ngan 　 song 　 thams　 cad 　 yongS 　 SU 　 sbyong うα
’i　 ro ・

’i　 sbyin 　 sreg 　 gi　 Cん09 α ，

　　　　　　　　　（D ．No ．2632 ，　ju，
　P．No3459 ．　gu ）

　　　　　　b．　Sarvαdurgatipαris
’
o〔lhanαmarahomavidhikarm αkrama．

　　　　　　　　　Ngan 　song 　thants　cα向 ong35u 踟 oη9　ba
’i　shi 　ba’i　sbyin 　Sfeg 　gi　cho 　ga　

’i　las　kyi
　　　　　　　　　画観 pα，（D ．No ．2633．　ju，　P．欠）

Bu　ston 『荼毘儀軌』

　　　　　　Ngan 　song 吻 ・ng 　rgyud 　nas 　gsungS 　pa
’i　 r・ sreg 　gi　 ch ・ ga　sdig 　pa　 zhi 　byed ・ln　 The

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
　　　　　　collecte 〔オH！orks 〔ザBu−ston ．　Ed ．　L．　Candra．　part　13（pa ）．（Sata−piVaka 　series 　Vbl．53）．

　　　　　　New 　Delhi， 1971．

BG 『義字釈』

　　　　　　P ％  αゆ α雨 od んα瓶 漉 α u 醗 妣 α
一ndma ．

　　　　　　Ng αn 　song 　sbyong 　ba丿i　don　gyi
，bru ’

grel．　（D ．No2624 ．　 cu ，　P．No3451 ．　ku）

D，　　　 Tibetan　Tripita盈  sDe 　dge　edition ．

P．　　　 Tibetan　Tripitaka，　Peking　edition ．

Tsong　kha　pa 『割註』

　　　　　　Ngan 　song 　sbyong 　ba’i胆 yud η

’
e
’i　gsung　gi　mchan 　dαng 　bcα s　pa．（タシ ル ン ポ版 tha

，
ラ

　　　　　　サ版 tha ）

『一切悪趣清浄儀軌』

　　　　　　θα7ηα磁 胆 α  α溺 od んαηα吻 or の
’
卿 α

一オα舫 9α施 sye −arh α te− santy αksα T？ibuddh α sy α
一katpα 一

　　　　　　 π δπLα，

　　　　　　Oe 励 伽 93んeg5　Pα dgrα うcom 　pa　yang 　dα9　P α r　nj
層
09 ε Pα

’i　sα ngS 　rgyas 　ng αn 　song 　thams

　　　　　　cα dyongs 　su 　sbyong うα gxi　bがod 　kyi　ryy αl　po　
’i　rtag 　pa．（D ，No ，483．　ta

，
　P ，No ．116．　ta）
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注

（1）密教で は 先ず所作タ ン ト ラ で ある 『蘇悉地経s （D ．No ．807 ，　 wa
，
　P．No ．431 ．　 tsha）に お い て 集

　　約 され、息災 ・増益 ・降伏の 三種護摩が説か れ て い る。『
大 日経』 （D ．No．494，　 tha

，
　P．No，125．

　　tha）に も三種の 護摩が説か れ て い る （外編に は敬愛もあり）。

『金剛頂経』 （D ．No ．479．　 nya ，

　　P．No ．112．　nya ） は 第 二 章の 降三世品 に 四種 （息災、増益、敬愛、降伏）の ほか に、寿命、護身、

　　鉤召、縛な ど 16 種 の 護摩が 説か れ て い る。北村 （2000 ＞参照。同じ く瑜伽タ ン ト ラで あ る 『金

　　剛頂大秘密瑜伽 タ ン トラ』 （D ．No．480．　nya ，
　RNo ．113．　nya ）に 1ま息災、増益、降伏、召請、敬

　　愛が説かれ、五部 （如来、仏、金剛、蓮華、羯磨部）の 立場 か ら五 種護摩へ と変容して い る。

（2） 「
大 日経』 に は荼毘護摩 は説か れな い が 、月輪 （1965，

77−8）に 、「終局 （Krit5nta）の 火 は

　　閻魔 （Yama ）火天 を 」 に つ い て BG の
「と云 うは 死亡 の 時の護摩は 閻魔火天 で あ る と云 うこ

　　 と」 とい う解釈 が 見 られる。また不空訳 『不空絹索毘廬遮那佛大灌頂光真言』 （大正 No ．1002，

　　pp ．606−07）に は 「身壊命終墮諸悪道。以是真言加持土沙
一

百八 遍。尸陀林中散亡者尸骸上。或

　　散墓 上
。 遇皆散 之 。…

」 とあ り、光明真言力 に よ っ て 死後、諸罪悪 か ら救 わ れ る こ とが 説 か れ

　　 て い る。

（3）第一章の荼毘儀軌に関 して は D ．65a−67b，　P．59b−62b まで と思われる 。 今回は こ の 部分 に 対す

　　る BG の 註釈 を取 り上 げ る。な お 経軌 の 引用部分 は 下線で 示 し た
。

（4）仏頂 とい う名称 は 、

「大 日経 』 に は 、釈尊 の 部族 に 配 され る五 仏頂、三仏頂、計八仏頂 が勝れ た

　　仏部 として 説かれ て い る。BG は註釈 の 中で八仏頂 と解釈 して お り、多分に 『大日経』 を意識

　　下 に 置 い た解釈 だ と考 えられ る。Anandagarbha （以下AG と略記）は中心 の釈迦牟尼 も含め

　　て 仏頂 と して 考 え て お り、AG 以降、チ ベ ッ ッ トに お い て も九仏頂 マ ン ダ ラ と い う呼称 が 定着

　　 して い るた め こ の 名称を用 い た。

（5）AG の 「死屍護摩儀軌』 （D ．No ．2632， 2633）を中心 に こ の 経軌 に 説 か れ る荼毘謹摩 の 周辺 に触

　　れ、次第の 和訳 もなされ て い る。

（6＞甑imyasamadhivajra 作 の MrtasugatiniyoJ
’
ana に つ い て の 考察の 中で

「『秘密集会タ ン トラ』

　　の 体系に基づ き、足 りない と こ ろ は 『悪趣清浄タ ン トラs か ら補足 した」 と説かれ て い る こ と

　　が 指摘され て い る。イ ン ド密教の 立場か らも こ の儀軌が荼毘 に 関して 重要 な位置を占め て い た

　　 こ とが窺わ れ る。

（7） tC
字義釈

”

とす る こ とが 通例 で は あ る が 、　D ，目録 に 義字評釈、　P．目録 に は 義字釈 とあるた め、本

　　稿で は義字釈とす る 。

（8） ngan 　pa　ni　rgyu 　ste ！yang 　dag　pa
，i　don　la　mgo 　rmongs 　shing ／rgyu 　ngan 　pa 　spyod 　pa

，i

　　phyir　ngan 　pa
，
o 〃 song 　ba　ni

，bras　bu　ste 　1　ci ’i　phyir　zhe 　na 　／rgyu 　las　dang　nyon 　mongs

　　pas
，bras　bu　khams　gsum 　du　yang 　nas 　yang 　du　song 　ba ，i　phyir　ro 〃

（9）ngan 　pa　ni　rgyu 　ste　nyon 　mongs 　pa
，

o ／
，

gro　ba　ni 　
’bras　bu　ste ／khams 　gsum 　dang ，khor
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　　　ba，i　rgyu
，

o ／／

（10）第二 章 で は釈迦牟尼を中心 とす る八 （九）仏頂マ ン ダラが 説 か れるが、その 中で 「悪 は 三 悪趣、

　　　璽 とは 業 の 習気に よ っ て そ こ に 趣 い た もの （ngan 　ni 　ngan 　son 　gsurn　mo ／／
’

gro　ba　ni　las

　　　kyi　bag　chags 　kyis　der’gro　ba
，
o 〃 ）」 （D ．192b

，
　P218a ）と し、灌 頂 を説 い た 後 、

「
死者 を教

　　　誠す る利益 の 意味を説 か れ た 」 として護摩 を説 くが 、そ の中で 「悪趣の 相続に支配 され る人た ち

　　　に っ い て仰せ られて、悪 は 習気 で ある 。 趣 とはそれ （習気）に 趣 くもの、相続 とは有情と して

　　　の 相続で ある。支配され る とは業の 本質 に よっ て そ こ に 生を享けて 〔業 に 〕支配 さ れ て、（ngan

　　　
，

gro
，i　rgyud 　dbang 　du　gyur　ba　rnams 　kyi　zhes 　gsungs　te／ngan 　pa　ni 　bag　chags 　so 　1／

　　　
，

gro　ba　ni 　der ，

gro　ba ，

o ／！rgyud 　ni 　sems 　can 　gyi　rgyud 　do 〃 dbang　du　gyur　ba　ni　las

　　　kyi　ngo 　bos　der　skyes 　nas 　dbang 　du　gyur　ba　ste 　1）」 〈D ．195a −b
，
　P．231a ）と解釈 して い る、

（11）北村 （2000 ，
1−3）に は 職 幅 而 γ抗 踟 α扼 m ．に お け る前行、後行の 解釈 が 見 られ る。

（12）屍骸 （ro ）は サ ン ス ク リッ ト語 で は
一

般的 に は m ；ta 、
　 ro　sreg 　pa

，i　cho 　ga はSmaSEna 　vidhi 、

　　　闇鼻多 （jhErita）で あるが、　AG の 荼 毘儀軌次第 （D．No．2632， 2633）で は 、 その経題 の サ ン ス

　　　クリ ッ ト語 を preta　homa と mara 　homa と して い る。ツ ォ ン カバ は、『割註』 の 中で 屍骸 に 対

　　　　して ro 、　 phung 　po 、gshin　po の 3 つ の 語 を用 い て お り、屍骸 の 概念 を 考 え る 上 で 興味深 い
。

（13＞ 『解深密経』
「阿陀那識甚深細」 chi．大正 No ．676．p．692c，　Tib，D ．NQ ，106．　cu ．13b7引用。こ の

　　　箇所は大谷大学 ・小谷信千代教授に ご指摘賜 っ た 。

（14）　rmongs 　pa
，i　rtog 　pa　glo　bur　bas！kun　gzhi

，i　sgrib 　pa　ni　rgyu
’
o ／／yang　dag　pa

’i　don　la

　　　mgo 　rmongs 　pa
，i　rtog　pa　glo　bur　bas ／kun　gzhi

，i　sgrib 　pa　ni　rgyu
，

o ／／de　ci
，i　phyir　zhe

　　　 na ／nang 　gi　nye 　bar　len　pa
，i　phung 　po

，di　len　pa
，i　phyir　na ／len　pa

，i　rnam 　par　shes 　pa

　　　zab 　cir　phra　1！zhes 　pa　smos 　so ／／ci
，i　phyir　zhe 　na ！ri　ni　shes 　pa　dang　bral　bas　ltam

　　　 rgyu 　dang ’bra8　bu　la　mgo 　rmongs 　pa
，i　phyir　ro ／／phyi

’i　ro 　ni
，bras　bu ，i 耳go　bo　ste ／

　　　dbang　po 　lnga，i　spyod 　yul　du　las　dang　nyoll 　mongs 　pa8　bskyed　pas　phung 　po 　dgos　pa

　　　can 　du　snang 　ba，i　phyir　ro ／／

（15）　sbyin 　pa 　ni　thugs 　Ijes 　te　bde　ba　sbyin 　la／sreg 　pa　ni　phrin　las　rnam 　pa　bzhis　bsreg　pa
，i

　　　phyir　ro 〃 de　la　ro ，i　rgyu 　ni　nang 　gi　sems 七e ／gnyen　po
，

phags　pa
，i　ye　shes 　rdo 　rje　lta

　　　 bu ’i　ting　nge
’jin　gyis　bsregs （D ．sreg ）la／

’bras　bu ’i　ro 　ni
’jig　rten 　gyi　mes 　sreg 　pa

’i　tha

　　　tshig　go ／

（16）AG と プ トン の
『荼毘儀軌』 の 真言按上 を ま とめ る と以下の 表の よ うに な る。

表 8−1： AG 『儀軌釈」 所 説の 身体真言按上

口 位 AG

orp ≦od 　ani 　60dhan正sarva 　p乱pa 甲 vi60dhani ≦uddhe 　vi −
suddhe 　sarva 　karm 諷varan 峩 vi6uddhe 　svah 巨

’
〔王 〕

Q 甲 　≦Qdhani 白odhaya 　sarva 乱P 五ya　vi60 　hani 　hU 項 　pha  
ho 甲

憧〉

o 甲 ≦od 　an Σ ≦o 　hya 　sarvaap 五ya 　sarva 　satve 　bhayo　hO 単

tr氤 m　　　鹽
or 卩 ξQdhani 　bhaya 　sarv 峩P5ya 　vi50 　hani　hゴ［h
o 甲 60　 aai 　60　 aya 　srva 　satveya 　tr敢 磊　D ，ah
namo 　 bhagavati 　 8arvadurgati 　 pari蠢odhani 　 繭 乱ya
tathagataya 　arhate 　sa 颯 yakusa 叩 buddhaya 　tad　yath5
0 甲　60dhani　螽odhani 　sarva 　p五pa 甲 　vL60dhani 　saddhe

vi≦uddhe 　saτ vakarmavarana 　vi60dhan 玉svaha　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
E orp 　 sarvavara 卩a 　vi‘odhani 　hana 　hUrp 　pha  

om 　 sarvav 正d　hOm　　　　　　　　　　　　　，
o 甲 sarvavtd 　P ，の み hrl　p　 a 
om 　sarvavid

｝
　， ．

皿 om 　sarvavid 　tr径t　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　．
om 　sarv 群 1　 Qm　P P
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皿 om 　 sarvavid 　 sva

om 　 sarvavid 　ah 　 P ．a
om 　 sarvavid 　h丘m　‘
om 　 sarvavid 　tratha 　P．と　　トン は tra 
o 耳1　 寧a

看ロ o 単 bha 　 P ．va
D ．No ．2626 ．　 chu ．57b3 −5

表 8−2：AG 『
死屍護摩儀軌 a」 所説 の 身 体真 言按 上

冨

o 【F　　 sarvavid 　　 vajravara りa

vi ≦odhaya 　hana　hαmpha  

om 　 sarvavl 　 hUm

om 　sarvavid 　hri
om 　sarvavid 　 ah　　　　　　　　　　　，
om 　sarvavid 　trat

o 頃 sarvavid 　o即

om 　5arvavid 　h通m

o ヒpsarvavid 　sva

Qm 　 sarvavid 　 om

om 　sarvavid 　trat
、

om 　sarvavi 　 p 　 a  

om 　sarvavl 　 om

童 om 　vajra 　adhis 垣 na 　samaya 　h亘甲

O甲 va1 「ocana 　 Q 叩

orp 　sarva 　durgati　pariξodhani 　h貢rp

ノ 、 om 　ratna 　hetu　traΦ1
0 即 忌akyamune 　 a

o 甲 tra垣 gaccha
D ．No ．2632．　ju．158b   159a3

表 8−3 ： Bu 　ston 『荼毘 儀軌 』 所 説 の 身体真 言按 上

口　　」 口

の om ≦odhane
…

v16ud 　he　 sv 峩ha
sarva 　satvebhyah 　hO甲

hUm 　phat
om 　trat
一
um　「

h 矼 mphat

hUmphatahhUmtrat

　　　’
Qm 　sa

隔 om 　bha
5a3 −6

（17）D ．rig 　pa
’i，　P．rigs　pa

’iとあ り、　 D ．を採っ た 。

（18）D ，に は BRUM とある も P．を採 っ た 。

（19）非時死に よ る 恐怖 の 対治 を目的 とす る摧壊死魔無量寿マ ン ダ ラ も説かれ る （経軌 D ．82b−87a ，

　　 P．78b−83b）。

（20） こ の 経軌 の 註釈者の
一人 で あ る Kamadhenu は 荼毘護摩 よ りも、む し ろ 四 種護摩 に 重きを置

　　 き、『大 日経』 世 出世護摩法品 の ほ とん どと、『蘇悉地経』、「幻化網タ ン トラ』 を引用 し解釈 に 当

　　 て て い る。拙論 （2003b）参照 。

謝辞

　本論をま とめ るに あた り、大谷大学 ・小谷信千代教授、 ツ ル テ ィ ム ・ケサ ン 教授、種智院 大 学 ・北村

大道教授 に ご指導賜 っ た 。 末筆なが ら感謝 申し上げる次第で あ る 。

一68 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


